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	Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）に向けての取り組みが益々
	拡がりをみせる中、衣生活教育の現場においてもこの課題にどのように向き合うかがよ
	り一層、重要になっています。そこで昨年度2月の研究例会に引き続き「アパレルにお
	けるSDGｓの取り組み」をメインテーマに据え、今回は授業にも取り入れやすい実践的
	なアップサイクルやリメイクの実例について、3名の講師の方にお話しいただきます。
	部会員ならびに一般の教育関係者はもとより、地球環境の未来を担う若い学生の方々、
	1着の服を永く慈しむ衣生活にご興味のある全ての皆様、どうぞご参加ください。

